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この研究は、平成 27 年度から始まった内閣府 ImPACT プロジェクト「バイオニック

ヒューマノイドが拓く新産業革命」の支援の下で行われたものです。 









図４ マイクロフックを用いた線維柱帯切開術の訓練の様子 

 

ₒ ─ ₓ 

 世界に先駆けて、低侵襲緑内障手術の一つであるマイクロフックを用いた線維柱帯切開術の手

技の訓練が可能な眼科モデルの開発に成功した。 

 柔らかい眼球モデル内に隅角構造を構築したため、十分な練習が必要とされる隅角レンズを用

いた術中の観察の練習が行える。 

 眼科顕微鏡を有する眼科医局やウェットラボ（注 19）を有する企業等にて、即座に、低侵襲緑内障

手術の練習を行うことが可能になる。 

 開瞼器や隅角レンズなどを、実際の手術と同様に用いることができるため、一連の手術動作の練

習が可能になった。 

 

ₒ ₓ 

（注１） マイクロフック：緑内障手術の線維柱体切開術様に開発された微細な鈎針。谷戸氏   

abinterno やカフークデュアルブレードなど多く開発されている。 

（注２） 低侵襲緑内障手術（MIGS）：線維柱帯切開術の一種で、角膜輪部から器具を挿入して中からア

プローチする方法。 

（注３） 隅角：線維柱帯・シュレム氏管を含めた房水の流出路の場所で、角膜と虹彩の間の空間。 

（注４） 線維柱帯：隅角部において眼内とシュレム氏管との境界となるスポンジ状の膜状組織。加齢等に

伴いスポンジが潰れていき眼圧が増加する。 

（注５） 眼底視神経乳頭：眼底網膜の視神経が集まった部分のこと。脳につながる視神経が眼球と繋が

っている。 

（注６） 線維柱帯切開術：目の中の排水管の線維柱帯を切って排水を回復する手術。白い強膜を薄切

して線維柱帯を切開する外からのアプローチと、角膜輪部から器具を挿入して中からアプローチ




